
歯科訪間診療の事始め

地域包括ケアシステムの構築に伴い、歯科訪問診療の二―ズは着実に高

まつています。先生方もかかりつけ医として診療をされる中で、患者さんの

高齢化が進み、訪間診療の依頼が増えているのではないでしょうか。訪間診

療を行うには道具の準備や介護保険制度に関する知識が必要になるため、訪

間診療に馴染みがない場合、その八― ドルを高く感じてしまいがちです。さ

らに、訪間診療では、外来診療では関わる機会の少ない看護師や介護支援専

門員、介護士などさまざまな職種との協働が求められる場面も出てきます

これらを考えると、訪間診療を始めることに二の足を踏んでしまうかもしれ

ません。

しかし、実際に訪間診療を始めることは、決して難しいことではありませ

ん。訪間診療を開始するにあたり、必要なポイントをお話しさせていただき

たいと思います。
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